
■「子どもの権利」に着目したアセスメント項目 

○ 守られるべき子どもの権利として、「健康に生きる権利」「教育を受ける権利」「子どもらしく過

ごせる権利」を確認するアセスメント項目です。 

「★」が付いている項目はヤングケアラーである可能性が高い特徴として示されています。 

なお、その頻度が「支援を必要とする状態か」は、子どもの状況により異なります。まずは子ども 

の様子を確認したうえで、本人の意思や、その頻度・状況等を踏まえて、支援の必要性を判断するこ

とが必要です。 

区分 項目 

健康に生

きる権利 

□ 必要な病院に通院・受診できない、服薬できていない ★ 

□ 精神的な不安定さがある ★ 

□ 給食時に過食傾向がみられる（何度もおかわりをする） ★ 

【その他の気になる点】 

□ 表情が乏しい  

□ 極端に太っている、太ってきた（極端に痩せている、痩せてきた） 

□ 家族に関する不安や悩みを口にしている  

□ 将来に対する不安や悩みを口にしている  

□ 予防接種を受けていない 

□ 生活リズムが整っていない  

□ 虫歯が多い 

□ 身だしなみが整っていないことが多い（季節に合わない服装をしている） 

教育を受

ける権利 

□ 欠席が多い、不登校 ★ 

□ 遅刻や早退が多い ★ 

□ 保健室で過ごしていることが多い ★ 

□ 学校に行っているべき時間に、学校以外で姿を見かけることがある ★ 

【その他の気になる点】 

□ 授業中の集中力が欠けている、居眠りしていることが多い 

□ 学力が低下している 

□ 宿題や持ち物の忘れ物が多い 

□ 保護者の承諾が必要な書類等の提出遅れや提出忘れが多い 

□ 学校（部活含む）に必要なものを用意してもらえない  

□ お弁当を持ってこない、コンビニ等で買ったパンやおにぎりを持ってくることが多い 

□ 部活に入っていない、休みが多い  □ 修学旅行や宿泊行事等を欠席する 

□ 校納金が遅れる。未払い 

□ クラスメイトとのかかわりが薄い、ひとりでいることが多い 

□ 高校に在籍していない 

子どもら

しく過ご

せる権利 

□ 幼稚園や保育園に通園していない ★ 

□ 生活のために（家庭の事情により）就職している ★ 

□ 生活のために（家庭の事情により）アルバイトをしている ★ 

□ 家族の介助をしている姿を見かけることがある ★ 

□ 家族の付き添いをしている姿を見かけることがある ★ 

□ 幼いきょうだいの送迎をしていることがある ★ 

【その他の気になる点】 

□ 子どもだけの姿をよく見かける   □ 年齢と比べて情緒的成熟度が高い 

□ ともだちと遊んでいる姿をあまり見かけない  

□ 極端に痩せている、痩せてきた 
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